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外来機能報告制度の背景・目的

＊重点外来：①医療資源を重点的に活用する入院前後の外来（例）悪性腫瘍手術の前後の外来
②高額等の医療機器・設備を必要とする外来 （例）外来化学療法、外来放射線治療
③特定の領域に特化した機能を有する外来 （例）紹介患者に対する外来

外来機能報告制度の背景
○ 患者が医療機関を選択するにあたり、外来機能の情報が十分得られず、また、患者にいわ
ゆる大病院志向がある中、一部の医療機関に外来患者が集中し、患者の待ち時間や勤務医の
外来負担等の課題が生じており、人口減少や高齢化、外来医療の高度化等が進む中、外来機
能の明確化・連携を進めていく必要がある。
○ 令和３年５月に「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医
療法等の一部を改正する法律」（令和３年法律第49号）が成立・公布された。
○ 同法において、地域の医療機関の外来機能の明確化・連携に向けてデータに基づく議論を
地域で進めるため、外来機能報告が医療法に位置付けられた（令和４年４月１日施行）。

外来機能報告制度の目的
○ 外来機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化を図るため、医療資源を重点的
活用する外来（重点外来＊）の機能に着目して、紹介患者への外来を基本とする医療機関
（紹介受診重点医療機関）を明確化
○ 地域の外来機能の明確化・連携の推進

患者の流れがより円滑になることで、病院の外来患者の待ち時間の短縮や勤務医の
外来負担の軽減等に寄与。



外来機能報告制度の概要・協議の進め方
外来機能報告の概要
○ 対象医療機関が都道府県に対して、外来医療の実施状況を報告する。主な報告項目は、
①重点外来の実施状況、②紹介受診重点医療機関となる意向の有無、③地域の外来機能の
明確化・連携の推進のために必要なその他の事項。
○ 報告をふまえて、地域の協議の場（調整会議）において、紹介受診重点医療機関の取り
まとめに向けた協議、外来機能の明確化・連携に向けた協議を行う。
○ 令和４年度については、外来機能報告等の施行初年度であるため、紹介受診重点医療機
関の明確化に資する協議を中心に行う。
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協議の進め方（スケジュール）
○ 紹介受診重点医療機関の取りまとめにあたっては、重点外来に関する基準を参考にし、
当該医療機関の意向に基づき、調整会議で確認・協議を行う。
○ 医療機関の意向と調整会議での結論が一致したものを紹介受診重点医療機関として公表

（令和4年7月20日第10回第8次医療計画等に関する検討会資料抜粋）



外来医療の機能の明確化・連携 令和4年3月16日 第7回外来機能報告等
に関するワーキンググループ参考資料
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紹介受診重点医療機関について 令和4年3月16日 第7回外来機能報告等
に関するワーキンググループ参考資料



診療報酬関係 令和4年度診療報酬改定の概要
（令和4年3月4日版抜粋）
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診療報酬関係
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